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要　旨
　少年非行についての専門書は多数出版されているが，その多くは原因分析にとどまっ
ていて，非行をどのようにして克服させるかという視点から執筆された専門書はあまり
見られない．また，非行対応について書かれた専門書についても，非行少年とその親に
対する批判に終始しているものがほとんどであると思われる．そのため，親たちの自助
グループに出席すると，わが子の非行に苦しむ親たちからわが子と向き合うための対応
のヒントとなり，克服に展望が持てる支援プログラムの作成を求められるようになっ
た．
  本プログラムは，「子ども・若者支援編」として，非行・問題行動などの困難を抱え
る子ども・若者を抱える保護者や，支援に携わっている専門職・支援者が日常的に活用
できるような内容を盛り込んでいる．
　なお，支援は子どもだけではなく，親や家族に対する支援も必要であるので「保護
者・家族支援編」を引き続き作成する予定である．
キーワード：燃焼ガスモデル，4 ゼロ状態，非行 ･ 問題行動負の循環，心のスイッチ，
4 段階の非行克服支援
　はじめに
　戦後新少年法が成立して，非行克服支援が大きな社会的課題となり，その後，教育，心理，精
神医学，福祉などの各分野ごとに様々に支援実践が展開されてきたが，振り返ってみると，支援
実践のほとんどはそれぞれの専門機関や施設の立場からの実践にとどまり，子ども・若者や親の
願いに応えた内容で，長期的視野に立って行われていたとはいえなかった．例えば少年院におけ
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る実践は，それ自体は優れた実践が積み重ねられているが，在院中での支援中心で，家庭に戻っ
てから役立つものとは必ずしもいえないという批判もある．
　また，これまで非行の子どもを抱えた親たちの声や，非行におちいった子どもの生の声が直接
反映されることは少なかったことから，子どもの目線に立とうとしている自覚的な教師や研究
者，専門機関関係者たちであっても，上から目線による支援論または支援実践になりがちであっ
た．
　ところが，10 数年前から非行の子ども・若者を抱えた親たちの自助グループが，全国で次々
と産声を上げた．それまで非行の子を抱えた親たちは，世間に肩身の狭い思いをしているため，
進んで発言するようなことはあまりなかったが，自助グループの結成を契機に，「親の会」に結
集する親たちが積極的に発言するようになった．
　そこで真っ先に指摘されたのが，非行に関する専門書への批判である．多くの親は，わが子の
非行と向き合うために，非行克服に関する書籍をむさぼるように読んでいるが，「役立つ書籍が
ほとんどない」という厳しい指摘がされている．
　「親たちの会」で提起された既出の非行克服支援論への批判を概括すると，①子ども・若者や
家庭の問題分析についてはしっかりとされているが，いざ実際にどう対応したらよいのかになる
ととたんにトーンが落ち，有効な支援方法の示されない「診断あって治療方針なし」ともいうべ
き非行論．②上から目線が貫かれ，親と子へのお説教に終始したかのような非行論．③「育ちに
問題があった」との論調が終始貫かれ，「もう手遅れだ」と絶望感をいだかせる非行論．④心理
法や教育法のそれ自体は優れた実践ではあるが，家庭では応用することが難しい支援論，などが
多いと指摘されている．
　筆者は 31 年間保護観察官として，業務としての非行少年の更生支援に当たり，業務外では，
自助グループ「親の会」の世話人として親たちの支援に携わってきた．支援の方法は，個別相談
と自助グループでの集団支援を行い，さらには，非行克服支援のための資料作りや，プログラム
作りを試みてきた．
　今回，その集約として「非行克服支援プログラム」を作成した．このプログラムは，少年施設
やグループホームではなく家庭で対応することを前提として，①非行を行っている子ども・若者
支援のプログラム，②保護者や家族支援のプログラム，の二分野での援助プログラムを作成する
計画を立て，とりあえず①について考えてみたものである．
　このプログラムで，親たちが指摘している問題点がどこまで克服できているのか，家庭におい
て実際に役立つ内容であるのかを，親，当事者（非行体験者），支援者等に見極めて戴きよりよ
い支援論へと高めていきたい．
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　Ⅰ．これまでの非行克服支援論の検討
　１　非行に関する調査研究から
　非行克服支援センター『何が非行に追い立て，何が立ち直る力となるか』（新科学出版社 2014
年）
　非行克服支援論に入る前に，ＮＰＯ法人非行克服支援センターの調査結果を検討する．同セン
ターでは，2 年かかりで，わが子の非行に苦しむ（苦しんだ）親 215 人へのアンケート調査と，
非行から立ち直った（立ち直りつつある）子ども・若者 42 人からの聞き取り調査を行ったが，
その結果が上記の出版物として発刊されたものである．本論に入る前，この調査報告書の内容に
ついて検討してみたい．
　（1）親へのアンケート調査の結果から
　少年非行については，社会一般では，親の責任が大きいと見ており，親の対応の「過保護」か
「放任」が主要な原因であると考えられている．そこで，まず子どもが荒れる前の親の対応につ
いて検討した．親へのアンケート調査では，子ども・若者が荒れ出す前の親子の会話の頻度につ
いて質問している．その結果は，「よく会話をしていた」または「ある程度していた」の回答計
が 87.5％となっており，子ども・若者との会話を大切にしていたことが確認できる結果となっ
ている．
　さらに，子どもが荒れ始めたときの，親の行動は，「厳しく注意した」78.6％，「荒れた行動を
止めようとした」87.4％などと，積極的に行動したとの回答が高い（p19）．このアンケート結果
から，子ども・若者が荒れ始めた段階での親の対応は，「厳しく注意をし」「力を尽くして荒れた
行動を止めようとした」ことが見えてくるが，同時に，「子ども・若者の言い分を聞くこともあ
まりなく」「子ども・若者の行動を否定しながら」対応したということも確認できた．
　次に子ども・若者が荒れ始めた時期について検討した．アンケートでは「子どもの荒れ始めた
時期」についての質問では，中学 1 年から３年の時期であったとの回答が 75％を占めている
（p17）．さらに荒れ始める前の状況については，「幼少時から手のかかる子どもだった」との回
答は 26.5％で，そうでなかった子どもは 65.9％という結果となっている（p14）．このことから，
思春期に入る中学生の時期に，同時に高校進学という競争社会の入り口に立たされ，学力的に自
信がない中学生が，心理的不安が一挙に高まり非行化するという図式が見えているのではないか
と思われる．
　（2）子ども・若者へのインタビュー調査の結果から
　次に，非行から立ち直った子ども・若者たちとの面接調査からは，立ち直りに当たっては，例
外なく人とのかかわりの中で立ち直ってきており，非行克服支援に当たっては，「心の力のネッ
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トワーク」の形成が必要であるといえる．ただし，「人とかかわる」といっても，どんな人でも
良いというわけではない．先入観で親や子ども・若者を否定し，上から目線で自分の価値観を押
しつけるような人とかかわれば，さらに傷をつけられることとなる．「人とのかかわり」で求め
られている人とは，親や子ども・若者との信頼関係を大切にして，心の傷をいやすことができる
かかわり方ができる人であることはいうまでもないことを，調査結果は示している．
　さらに本調査では，子ども・若者の生の声として，当時の非行・問題行動は「自分にとって必
要な体験」という語りが多く収録されていることである．「後悔はないです．捕まったこと，少
年院に入ったこと，刑務所に入ったこと．そこでしか学べないというものもあった」，「（少年院
について）普通の社会ではたぶん得られなかっただろうし，自分にとっては貴重で，人生を変え
るいい機会になったことは間違いない」（p231），「暴走族をやってたときは，頭殴られるのは日
常茶飯事だから，命をかけてやっていました．その時の自分っていうのは大好きです」（p232），
「反省ぽいことを言わなければならないのでしょうが，あの時，あんな風に一生懸命できたこと
が自分にあって良かったなあと思う」（p233），などの語りがある．これまで多くの支援者は，
非行・問題行動について「そうせざるをえなかったのか」という疑問を持ちつつも，否定するこ
とによって対応してきているが，それでよかったかどうか再考しなければならないことを，この
調査結果が示していると考える．
　本調査の対象となった親は，全国の親の会につながった人たちであり，わが子の非行ときちん
と向き合おうとしてきた人たちであること，インタビューに応じた子ども・若者も，立ち直った
り，または，立ち直りつつある人たちであることから，この結果は特別であると見る人もいるが
はたして特別の結果なのかどうか，以下の考察の中で逐次考えていくこととしたい．
　２　非行克服支援論の概要
　（1）主として家庭のあり方に原因を求め，親の姿勢の転換を求める支援論
　非行の主要な原因を家庭のあり方に求める論者は多い．もちろん，非行問題を考える場合家庭
の問題抜きにして考えることはできないが，家庭にのみ原因を求めるとなると，非行の持つ社会
病理的な側面を見落とし，すべてを家庭の問題として還元してしまう恐れがあるが，家庭のあり
方の改善が非行克服の一つのカギになっていることも確かなことである．
　まず，佐々木光郎『非行の予防学』（三学出版 2011 年）を見てみたい．佐々木は本書を，幼児
期から小学生の子どもを持つ親に読んでもらいたいと，幼児期の基本的生活習慣確立の大切さ
と，親子のふれあいの大切さについて述べている．さらに，あとがきでは，「『非行をしない，さ
せない』育て方を事例を挙げてわかりやすくまとめたつもりである．日ごろから思っ ていても，
『子どもが健全に育つためにはこんなところが大事なのか』 と，ハッとするところがあると思う．
そのようなわけで，子どもたち の日々の暮らし（住む，食べる，着るなど）そのものに着目し，
気をつけてほしいところを述べた．後半では学校のもつ役割の重要さにも触れた．私の臨床体験
がこのようなかたちでお役に立つならば うれしい限りである」（pp191-192 要約）と記している． 
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　全体を要約すると，子どもに身につけさせる力として，「食育の大切さ」「表現力を身につけ
る」「身体作り」などについて述べ，配慮のある家庭環境として，「住まいのあり方」「離婚と再
婚」「親のつきあい方」「父親のあり方」などについて述べている．このような基礎からの子育て
を通じて，「非行をしない，させない力」を育成することの大切さを強調している．
　佐々木の考え方自体は，幼児期の子育てで大切なことではあり，非行が深刻化している子ど
も・若者の多くに，不適切な子育てをされてきた事実が見られる．そのため，児童自立支援施
設，少年院などでは，基本的な生活習慣を身につけさせることに指導の重点を置いている．思春
期・青年期に，非行・問題行動を行っている子ども・若者にも，「もう手遅れだ」とあきらめる
のではなく，現時点で可能な限りの生活環境の改善と基本的な生活習慣の立て直しを進める必要
がある．
　その一方では，佐々木が述べるような子育てをされてきているのに，それでも荒れてしまって
いる事例が少なくない．なかには，「しつけが大切である」との育児方針で厳格に育てられてき
た子どもが，思春期に至って親の指導に反発し，一時的ではあるが非行に進むことも見られるな
ど，「過剰なしつけ」が原因して非行を誘発することもある．幼児期・児童期のしつけの大切さ
を再確認すると同時に，過剰なしつけや，体罰を伴うしつけとならないよう，親の自重が必要で
あることを確認しておく必要がある．
　（2）少年院での生活指導を基軸にした非行克服支援論
　少年院では少年たちと寝起きを共にしながら，非行克服のための生活指導を基軸とした教育活
動が進められており「矯正教育」と呼ばれている．
　矯正教育とは，「犯罪または非行を犯し，またはその恐れのある少年を矯正し，社会の 一員と
して復帰させる教育」（広辞苑第３版）と解されている．矯正教育の目的は，「教育基本法と少年
法の目的，すなわち『子どもの健全育成』が究極の目的」（矯正協会 2006：p14）であり，教育
方法は，「生活指導，職業補導，教科教育，保健体育，特別活動の領域に分かれているが，生活
指導が中核をなす領域である」（同：p17）と位置づけられている．矯正教育に携わる関係者の
基本理念としては，「在院者に対する深い人間愛と，医学，心理学，教育学，社会学等に基づく
人間理解の上に立脚した実践こそが，矯正教育の基盤である」（同：p16）とされている．ただ
し，2014 年少年院法が改正され，職業補導は職業指導，教科教育は教科指導，保健体育は体育
指導，特別活動は特別活動指導にと名称が変更されているが，内容には質的な変化はないと説明
されている．
　少年院教官の宮之原弘は，「少年院での処遇で最も重要なのは，生活指導を基軸においた教育
の実施であると述べる．その内容は，①民主的規律の確立と基本的生活習慣の獲得，②全ての少
年の人格と個性を尊重する個別化による指導と援助，③集中して実施する集団的生活指導，④自
分を振り返りながら，内省力を高める作文指導，⑤社会生活を営む中で出会う対人関係などの困
難に立ち向かうスキルを身につけさせるための，社会生活技能トレーニング」（加藤等 1994：
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pp223-225 要約）と論じている．
　さらに宮之原は職業教育について，「①健全な職業観と勤労意欲の育成，②職業技術や資格取
得をめざすことにより，達成感や自己有用観を育み，就職の選択肢を広げ，自立に向けての意欲
と土台を作る」（加藤等 1994：pp229-230 要約）と説明している．
　少年院教育ではそのほかに，基礎学力をつけるための教科指導．自ら諸行事等を計画し実行す
ることで，自立心と責任感を育む特別活動指導．基礎体力を身につける体育指導など，5 つの領
域での教育指導が行われている．
　さらに，生活指導を補うかたちで，精神医学的，心理的支援が進められており，工藤弘人は，
少年院で行われている処遇技法として，個別指導としては，面接指導，内観，内省指導，日記指
導，作文指導，ロールプレイング，ロールレタリングなどがあり，集団指導としては，集会指
導，ＳＳＴ，問題群別指導，サイコドラマ，グループワークなどをあげている（小林 2008：
pp188-192）．
　少年院教育の有用性については，司法関係者だけではなく教育関係者から高く評価されている
が，少年院収容体験者からも，「少年院のおかげで立ち直った」という肯定的な評価が数多く語
られている．
　ただ，矯正教育は収容生活という，閉ざされた厳しい規律の下で，24 時間 365 日少年院教官
と寝食を共にするという特別環境の中で実施されているので，少年院を出院するとどうしても自
由な生活に流れて，少年院で学んできたことや，身につけてきたはずのスキルが社会で活かされ
ないという問題がある．
　さらに，セカンドチャンス（少年院出院者の自助グループ）に所属する少年院体験者のなかか
ら，少年院教育の問題点がいくつか示されているが，その一つは，少年院では正論と建前での教
育が基本で，本音で語ることがなかなかできないことと，内面では立ち直ろうとは思っていなく
ても，表面的には教育に従うふりをしている院生が〝優等生〟と評価されていることが指摘され
ている．ある少年院体験者は，本音を出せば出院が遅れるので本音を隠し，教官が気に入るよう
な言動に心がけていたとして，「裏の気持ちを言わないから，すごく成績もよくって，総合評定
で A も取って，（中略），そういう風に生活してました．だから，１年半いつわり続けて」（非行
克服支援センター 2014：p163），と語っている．
　筆者が保護観察官をしていたとき，「少年院を優秀な成績で早く出院してきた子ども・若者よ
りも，何度か規律違反をして，収容期間が長くなった子ども・若者のほうが社会で早く立ち直
る」と話題となったことがあったが，正論と建前にこだわり，本心と本音が語られず，面従腹背
を生み出すような教育であっては，社会での立ち直りに必ずしもつながらないので一定の見直し
が必要なのではないかと考える．
　第二の問題としては，建前にこだわる生活指導内容が，社会の現実や実生活と解離している場
合が少なくないとの指摘がある．通常少年院では，出院後は共犯者や地域で不良と言われている
仲間とは交際してはならないという指導を行っている．ところが，社会に戻ればそういった少年
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が多く働いている職場しか採用してくれるところがなかったり，地域では「不良」といわれてい
る仲間以外相手にしてくれる人がいないなどの現実があり，少年院での教育と社会的現実との解
離が大きいとの指摘である．たしかに，不良仲間や共犯者との交際再開によって再非行にいたる
事例が多いことから，少年院の教育方針はよく理解できるが，社会の現実を踏まえて，例えば共
犯者や不良仲間からよくない働きかけがあったときどのように断るのか等に重点をおいた，現実
にあった教育が必要なのではないかと考える．
　（3） 精神科医療・心理支援を中心とした非行克服支援論
　非行を行う子ども・若者の中には，精神科医療や心理支援を受けることが必要視される事例が
少なくないが，当事者が診察を拒否することが多く，なかなかつなげることができない．わが子
の非行に直面した親が精神科医や心理専門職に救済を求めても，親への支援でとどまらざるを得
ないことが多く，精神科医や心理専門職が，非行を行う子ども・若者と，社会の中で接触する機
会はあまりなく，どうしても，児童自立支援施設や少年院という収容施設での接触にならざるを
得ない．
　子ども・若者との面接で，「町の心療内科に通っている」とか，「カウンセリングルームに行っ
ている」という話をたまに聴くことがあるが，その数は少なく精神科医療機関や心理療法室の壁
は，子ども・若者には今でもかなり高い．
　精神科医師の町澤静夫は，2000 年に起きた「佐賀バスジャック事件」でのかかわりを紹介し
ながら，「医療保護入院とは，本人の同意がなくとも両親の同意に基づいて保健指定医が入院の
必要を求め，その立ち会いの下に入院させることです．その場合原則として，『家族が患者を連
れていく』という形をとります．しかし，入院が必要なレベルの患者を家族が連れて行くのは，
現実には容易なことではありません」（町澤静夫 2000：p72）と，精神科医療が必要な少年を精
神科医療の流れに乗せることの困難さを論じている．
　一方，現在多くの学校に学校カウンセラーが配置されており，学校カウンセラーによる支援事
例が紹介されることが次第に増加している．村山・滝口編『事例に学ぶスクールカウンセリング
の実際』には，スクールカウンセラーが，非行傾向の男子中学生とその母親に対して行ったカウ
ンセリングが紹介されている．「最初はわが子のけんかや喫煙などの問題行動に悩む母親の相談
活動から始まったが，母親から相談を受けていると聞きつけた，当の中学生 A が『不良仲間』
と共に相談室を訪れるようになった．A はその後単独で相談室を訪れるようになり，カウンセ
リングは卒業までの半年続いた．カウンセラーは，A と家族との〝つなぎ手〟となって，家族
との関係改善をはかった」（村山・滝口 2007：pp173-183 要約）と報告している．最後に，執筆
者は，「かかわり合う人々を媒介する役割を担えるか否かは，学校という日常で活動しているス
クールカウンセラーにとってきわめて重要な課題である．本事例のような親子の媒介のみなら
ず，教師と生徒，教師と保護者，管理者と教師など，さまざまな関係の糸がもつれ合う日常関係
の中で，彼らの絡み合う糸のもつれをほどきながら新たな関係をつないでいく役割は，まさに
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『こころの専門家』にふさわしい，スクールカウンセラーのきわめて重要な役割なのである」（村
山・滝口 同：p188）とむすんでいる．
　このように，非行の初期にあって，なにかに生きづまったり困難を感じたとき，子ども・若者
自身がカウンセラーや精神科医を気楽に訪れることができれば，非行には至らずに解決できる場
合もある．学校の中にあって問題を抱えた子どもたちが，自発的に訪れることができる「誰にで
も開かれた相談室」の役割が確認できるが，学校卒業後の子ども・若者が気楽に訪れることがで
きる，地域における相談室もぜひ欲しい．現在子ども ･若者自立支援推進法により，各地で「若
者サポートステーション」が設置されてきているが，そこに相談室を常設し，ひきこもり系だけ
ではなく非行系の子ども・若者を受け入れ，心理的な支援を継続して行うことで，非行防止や非
行克服支援も行うことができるのではないかと考える．
（4）非行を子どもの発達過程の歪みとしてとらえ，生活指導・生活支援と家庭環境をはじめと
した生活環境の改善を総合的行うことをめざした支援論
　非行を子どもの発達のゆがみとしてとらえ，生活指導，生活支援，環境調整を総合的に組み合
わせて非行克服を計ろうという支援論が論じられ実践されている．ここでは，土井高徳，魚住絹
代の支援論について紹介し，ひきこもり支援論ではあるが非行にも大いに参考になる竹中哲夫の
支援論を見ていくこととする．
　1）土井高徳『虐待・非行 ･ 発達障害　困難を抱える子ども理解と対応―土井ファミリーホー
ムの実践の記録―』（福村出版 2010 年）
　土井は，ファミリーホーム「土井ホーム」の主宰者であり，虐待を受けたり，発達障害を抱え
たりして行き場のない子ども・若者たちを引き受け，治療的里親として支援を続けている実践家
であるが，同時に社会的養護の研究者でもある．
　土井の支援は，「土井ホーム」というファミリーホームを土台にしている．土井ホームで生活
している子ども・若者は，虐待・非行・発達障害などの困難を抱え，しかも，帰るべき家庭がな
いという重層的な困難を抱えているが，土井は子ども・若者への生活指導と生活支援を次の三段
階で実践している．
　A 第一段階－生活モデルから，生活スキルを学ぶ（他律の段階）
　まず，土井は児童相談所や少年院などの様々な機関を通して子ども・若者たちを受け入れるこ
とになるが，ホームで受け入れる最初の段階を生活訓練と安全な場の保障として，①代替的な家
族的ケアおよび安全な場の保障と強固な境界の設定，②生活場面での生活スキルの獲得，③視覚
的提示を中心とした生活空間の治療的・教育的な構造化，の視点からの支援を行っている（p19）．
　B 第二段階－言語化を促し支えあいを育む（社会律の段階）
　ホームでの生活になれると第二段階に入る．土井は，仲間との交流によって社会参加スキルを
向上させることを目標において，①自己の体験やそれに伴う感情の言語化，②ホーム内の相互交
流の促進，③自治活動を通じての社会参加のスキルの向上，④修復的司法による被害者性と加害
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者性の統一の取り組み，などを進めている（p139）．
　C 第三段階－いつ帰ってきてもいいんだよ（自立の段階）
　最後は自立に向けたプログラムである．土井ホームで生活している子ども・若者の多くは家庭
に戻ることはできない．自立する場合は家庭以外の場を見つけなければならない．自立をしても
つまずくことは度々ある．そんなときに，土井ホームが継続的な，拠り所となり，居場所となる
ことを前提としている．①社会的な自立に向けての拠り所，居場所の保障，②多様な社会参加体
験を通じた，自己形成モデルの取り込みの機会の保障，などの支援計画が最終段階としてある
（p193）．
　2）魚住絹代『子どもの問題いかに解決するか』（ＰＨＰ新書 2013 年）
　魚住は，少年院教官を 10 年ほど務め，その後学校ソーシャルワーカーとなって，困難を抱え
た家庭や子ども・若者たちの支援をしている実践家である．
　魚住の実践は，土井とは異なり在宅の子ども・若者を対象としている．魚住はまず荒れている
子ども・若者たちについて，外形にあらわれている事実だけではなく，背景にある問題を読み取
ることが重要だと指摘する．さらに，子ども・若者たちに安心感と自己肯定感を育む支援の必要
性について力説する．
　非行などの問題行動を反復する子ども・若者たちは，荒れ始める前長年にわたって，大人たち
からいじめられ，否定され，時には虐待を受けてきている．そのため，大人不信，社会不信を抱
いていることが多いが，子ども・若者たちの被害の程度に応じた見立てをしていくことを提唱し
ている．魚住は，グリンゾーン（問題行動を行っているが，大人不信はそれほど強くない子ど
も・若者の段階），イエローゾーン（大人不信が強まっているが，まだ親や教師への信頼を失っ
ていない段階），レッドゾーン（親や教師不信が強まり，自暴自棄となって危険な状態となって
いる段階）の 3 段階に見立てを行い，それぞれの段階に応じたかかわり方について論じている
（pp62-69 要約）．さらに，傷ついた子ども・若者とのかかわり方について，魚住は次の 5 のス
テップを提唱している（pp103-109 要約）．
A　関係を築く段階－雑談や子どもの関心ある話題から入る．
B　他罰的な段階－不満や愚痴を聴く．
C　問題に向き合う段階－傷ついた思いや不安を聴く．
D　願望と現実葛藤の段階－本音を聴く．
E　問題解決に取り組む段階－課題に取り組む支援
　最後に魚住は，「子どもの問題を通して，大人たちが自分の問題として受け止め，子どもに寄
り添うことで共に成長していくこと」「子どもには，育つ力，生まれ変わる力がある．その力が
発揮されるのは，周囲がその子を見る視点や意識が変わったとき」と述べ，子ども・若者と寄り
添って支援することの大切さを指摘している．
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　3）竹中哲夫『ひきこもり支援論』（明石書店 2010 年）
　本書はタイトルの通り，引きこもり支援について論じたもので，非行克服支援についての記述
はない．しかし，ひきこもりも非行も思春期・青年期のつまずきが土台となっていることから，
原因論においても，克服支援論においても共通するところが多いと筆者は考えている．まず竹中
は，ひきこもりの原因については，さまざまな問題がひきこもり者に貯め込まれ身動きがとれな
い状態になっている考え，「雪だるま」をモデルとして説明する（p20）．そのため，ひきこもり
の原因を探求することは無意味なことであり，様々な問題をため込んでいる状態をありのまま受
け入れ，ほどよい距離をとりながら，時間をかけた支援が必要であると論じている．引きこもり
支援の方法は，心理療法を含めた生活指導を基盤として，
A　第一段階―共感的・受容的対応を土台として，悩んでいることや困っていること，どうした
いのかをすべて聞く．
B　第二段階―ひきこもり者と本人をとりまく環境をつぶさに検討し，健康な部分を発見する姿
勢を貫く．
C　第三段階―健康な部分を本人・家族とで確認する．
D　第四段階―本人・家族と支援者での，健康な部分を育成し取り組む．
E　第五段階―育っている健康な部分の経過観察と，さらに健康な部分を育てる努力を行う．
Ｆ　第六段階―当事者の成長と残された課題を確認する．
　などの支援方法について論じているが，非行克服支援においても大いに参考になる内容である
（p46）．
　ただし，「雪だるま」をモデルにすると非行の場合は説明がしにくくなる．不満などの蓄積が
大きな要因となっていることは引きこもりと同様であるが．非行の子ども・若者は，ひきこもり
者とちがってエネルギーにあふれており，時には爆発するかのような形態での，事件を起こすこ
ともある．したがって，「雪だるま」を修正して「燃焼ガス」の蓄積をモデルにして考えると理
解がしやすい．
　Ⅱ　思春期・青年期問題と非行・問題行動
　１　思春期・青年期における，非行と問題行動との関連
　思春期・青年期において子ども・若者たちは，非行だけではなく，引きこもり，退行，自傷行
為などの様々な問題を引き起こしがちである．筆者は通信教育のスクーリング授業として，「子
どもと青年の育ちの支援」という授業を行っている．そこでは，10 年にわたって非行・犯罪を
体験してきた青年と，同じく 10 年間ひきこもっていた青年をゲスト講師として迎え，講義とパ
ネルディスカッションを行い，両者に思春期・青年期に抱えた困難と，問題行動に進んだ経緯を
報告してもらっているが，共通事項は多く思春期のつまずき方の違いはあるものの，本質的には
大きな違いがないことが分かってきた．（図１参照）
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　両者とも思春期（中学生の時期）に，①大人の言うままになってきた自分に嫌悪感が生じ，自
分らしい生き方を模索してそれに苦しんでいた，②自分を認めてもらいたいという要求が高まっ
ていたがそれが満たされなかった，③自分で思うようにしたいという欲求と，大人たちに認めて
もらいたい，甘えたいという，自立と依存の矛盾した欲求があったのに対して，適切な対応がさ
れなかった，④両親や教師などの周囲の大人たちの言動について疑問と不信をいだくことが多
かった，⑤このような行為をしていてはよくないと思いながらも行動が抑制できなかった（非行
体験者のみ），⑥性衝動や暴れたい衝動が抑えられなかった．などの不満や不安を抱えていたこ
とが報告されている．
　ただ，同じような問題を抱えながらも，両者の行動面での違いは大きく，非行・犯罪体験者は
その蓄積された不満を外に向けているのに対して，ひきこもり体験者は，内に向けてひきこもり
の世界に逃避しているということがいえる．
　２　非行の原因・背景
　次に，子ども・若者たちが，非行・問題行動に進む状況を見てみる．非行の子を抱えた親の会
に行くと「非行の原因を教えてほしい」という声が常にある．しかし，非行を行っている子ど
も・若者と面接をしても，原因や背景はなかなか分からないし，当の子ども・若者自身が「なん
でこのようなバカなことをしてしまったのか分からない」と述べることが多い．
　筆者はこれまでに数人の犯罪体験者自身から，「自分の行った犯罪人生については反省してい
る．刑務所に入れられたことについても当然だと思っている．しかし，なぜ自分がこんな人間に
なったのかよく分からない．どうして犯罪をしてしまうのか分かりたい，こんな人生に終止符を
打ちたい」などという相談を受けることがある．その場合には，「一緒に考えていこう」と回答
し，生育史の聞き取りから始めて，その人の人生の振り返りを時間をかけて行っている．
図 1　思春期・青年期の壁と非行・問題行動
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　子ども・若者の生の声を聞くなかで，思春期・青年期に生じた，不満，悩み，衝動，将来への
不安などがどんどん蓄積し，何らかのきっかけで非行として顕在化していることが分かってき
た．前述の竹中哲夫『ひきこもり論』にヒントを得て考えついたのが「燃焼ガスモデル」であ
る．燃焼ガスが少しずつ溜まり，ちょっとした刺激で大爆発を起こすという「燃焼ガスモデル」
で考えると，非行の原因・背景が見えてくる．
　図２は，子どもや若者の日常生活で，悩み・不満・不安が徐々に蓄積していく状況を示したも
のである．それらが燃焼ガスがたまるように蓄積し，極限状態に達すると，小さな刺激でも大爆
発を起こすこととなる．
　青少年の凶悪犯罪のなかには，動機・原因が不可解とされる事件が起きることがある．例え
ば，2008 年に起こされた，秋葉原無差別殺傷事件を見ると，加害者Ｋの犯行を決断させた直接
的動機は，職場で作業服を隠されたと誤解したことや，インターネット掲示板で無視されたこと
とされていが，多くの人は「それだけであれだけの凶悪事件を起こすものなのか」と疑問を抱い
ている．筆者はＫの生育史や成人後の言動を見ると，母親の虐待と過度の支配が不安感や不満を
蓄積させていたと分析した（木村隆夫 2014：p73）．Ｋの母親からの抑圧は，反抗することを抑
えられただけではなく，「泣くことさえも抑制され，泣くと口にタオルを詰められて，その上か
らガムテープを貼られた」と述べている（同：p69）．
　燃焼ガスが蓄積するように，内面に問題が溜まってくると耐え切れない状態となる．非行を
行った子ども・若者たちは，この状態を「いっぱい，いっぱいになる」と表現している．Ｋもそ
れまでは，「いっぱい，いっぱい」になったとき，仕事仲間に愚痴を語り，ネットの掲示板でガ
ス抜きをしていたことが分かってきた．その掲示板で無視をされ，排除されたとき，溜まり溜
まっていた燃焼ガスが大爆発するかのように，大事件を起こしたものと考えられる．「掲示板で
図 2　非行・問題行動への高まり―燃焼ガスモデルで見る―
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無視されて」はあくまで引き金となったできごとであり犯罪原因の全てではない．長年にわたっ
て蓄積されてきた「燃焼ガス」が問題なのであり，「いっぱい，いっぱい」になったときの対処
法を考えなければならない．
　まずは「ガス抜き」が必要となる．本来であれば誰かに話を聴いてもらうとか相談を求めるな
どの，正の解決策が必要なのであるが，問題行動を行う子ども・若者たちは，差別や排除などを
受けている場合が多く，対大人不信感があることから，大人のいやがる問題行動を行って，「ガ
ス抜き」としていることが多い．子どもの荒れに直面した親がまず悩んでいるのが，犯罪になる
前の「問題行動」「ぐ犯行為」である．非行克服支援センターの調査では，「わが子の荒れ始めた
と感じたこと」として「夜遊び等（64.7％），服装・髪型の変化（57.2％），表情・態度の変化
（57.2％），酒・タバコ（48.8％），学校とのトラブル（47.9％）」の順位となっている．（非行克服
支援センター 2014：p18）．これらの行為で，酒タバコ以外は犯罪行為ではない．アンケートに
答えた親は，子どもの犯罪行為を見て「荒れ始めた」と感じたのではなく，大人視点から見た常
識や親の期待から逸脱しようとしている行動を見て，「荒れ」を感じ始めていることが明らかに
なった．「ガス抜き」である問題行動を力で抑えようとすれば問題をため込むことになる．一方，
「夜遊び」などの行為から犯罪に巻き込まれることもあり，判断が難しくなるが，問題行動を力
ずくで従わせようとするのではなく，子ども・若者に受容的に接して可能な限り気持ちを聴くこ
とで，「ガス抜き」から，正の解決法に持っていくことが必要なのではないだろうか．
　正のガス抜きは，まず子ども・若者の，「いっぱい，いっぱい」になっている状況を聴き取り，
思いを吐き出させることである．先にⅠ‐2‐（3）で紹介したスクールカウンセラーの支援実践
はその効果を証明している．
　３　非行・問題行動を行う子ども・若者に共通する 4ゼロ状態
　非行・問題行動に追い立てられた子ども・若者たちの心理状況をみると「心の居場所がない」
「自尊感情の低下・喪失」「目標が持てない」「誰からも必要とされていない」などが共通してい
る．筆者はこの状態を「4 ゼロ状態」と呼んでいるが，4 ゼロ状態は，ひきこもり者や退行者に
も共通している．神戸児童連続殺傷事件の元少年Ａは，4 ゼロ状態となった自らを「透明な存在
のボク」と表現したが，2015 年に発刊した自著では，「勉強も運動もできない，人とまともなコ
ミュニケーションも取れない，彼の名を呼ぶものは一人もいない，誰も彼がいることに気づかな
い，それがボクだ」（元少年Ａ 2015：p7）と，当時の自らの状態を述べている．
　まず「心の居場所」について考える，子ども・若者が非行・問題行動の初発年齢は，中学生の
時期に集中しているが，中学生の子どもの居場所は「家庭」と「学校」しかないのが実態であ
る．子どもが非行・問題行動を行うと，家庭では徹底的に否定され行動の停止を求められること
となる．また，最近の学校では，非行・問題行動を行う子どもを排除する傾向が強まっている．
このように家庭にいれば，親からの叱責と否定，学校にも居場所がなく，時には排除されてしま
うなど，「心の居場所」を奪われていることが多い．
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　次に，「自尊感情の低下または喪失」についてみてみたい．秋葉原事件のＫは，「公判で『青森
高校に合格したが，特にうれしいという感じはなかった．最初のテストはビリから 2 番目．入学
日から宿題が出るような学校だったが，そのときから勉強しなくなった』（2010 年 7 月 27 日公
判）と供述している．事件を起こす少し前には，携帯電話に，『県内トップの進学校に入ってあ
とはずつとビリ，高校出てから 8 年，負けっ放しの人生』と書き込んでいる」（木村隆夫 2014：
p71）．Ｋは進学高校に入学し，そこで挫折をして自尊感情を極度に低下させ，事件を起こして
逮捕されるまで，挫折感にさいなまれ続けてきた．
　「目標が持てない」「誰からも必要とされていない」について考える．非行・問題行動に進む中
学生の共通していることに学力不振がある．学力不振というだけで，「まともな高校への進学は
できない，従って人生に希望が持てない」と思い込む子どもも多く 4 ゼロ状態に陥ることとな
る．4 ゼロ状態が長く続くと元少年 A のように「生きている値打ちがない」と思い込むように
なる．
　Ⅲ　非行・問題行動の展開
　１　非行・問題行動発生の構造
　子どもや若者の，非行・問題行動がなぜ生じるのか，その原因・背景については様々な議論が
されており，なかでも家庭のあり方に主な原因を求める論調が中心を占めている．しかし，非
行・問題行動の原因を単純に決めつけることへの批判も多く，本論 2 の先行研究・先行実践で紹
介した，土井，魚住は複合的・構造的なものに原因・背景を求めようとしている．
　そこで，非行 ･問題行動の流れを構造的に考えたものが図 4 である．先に述べた非行・問題行
動の初発年齢で中学生の時期が多いことに着目し，保護者や当事者の面接を通じて，「思春期・
青年期の壁」「社会的困難（競争・差別・排除）」に加えて，「個人の抱える困難」の三層構造の
図 3　自尊感情喪失から 4ゼロ状態へ
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困難さ，生きにくさが背景にあると考えた．
　第一に，思春期自体が，非行・問題行動を招きやすい時期であるといえる．思春期に一時的に
行われる非行・問題行動があり，これを「成長のつまずきとしての非行・問題行動」と呼ぶこと
にした．「つまずきとしての非行・問題行動」は，周囲の気づきと，注意・支援で容易に克服が
可能であるとの特徴が見られる．反面，図 2 で示したような，問題を抱え込み，燃焼ガスの蓄積
のような状態となっている場合は，容易には克服できない．家族や周囲の人は，何とか行動を押
さえ込もうとするが，ガス抜きという自己防衛で行われていることが多いので，押さえ込まれる
と爆発状態となって，より大きな問題を起こす危険性があるという危険な段階に達していると思
われる．
　本来家庭，学校，地域社会（行政を含む）には，非行を防止し，非行が起きた場合でも克服を
支援するという機能が備えられている．しかし，家庭を除いてその機能が著しく衰退している．
とりわけ学校においては，問題児とされると排除しようという動きが加速しており，非行の防止
機能どころか，非行を生み出しているとの指摘もされている．地域社会にあっても，行政の非行
防止活動が進められているが，時として，子ども・若者を排除したり，家庭に丸投げして家庭の
困難を助長させるような動きを行うこともある．
　ごく一部の家庭においては，虐待や放任などの不適切養育があり，それが非行の要因となって
いることもあるが，それほど多いわけではない．多くの家庭では，必死になってわが子の非行・
問題行動を防止しようとしているのが実態である．しかし，子ども・若者の気持ちに添った支援
ではなく，問題行動にふたをするようなものであれば，図 2 の通りフラストレーションをいっそ
う高めることとなる．
図 4　非行・問題行動の流れ
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　２　非行・問題行動の負の循環
　図 5 は，非行・問題行動を行う子ども・若者たちが，居場所を失い，自尊感情を奪われ，「勉
強ができない」ことだけで将来の目標が持てず，4 ゼロ状態におかれて，「誰からも必要にされ
ていない」との思いを抱えて負の循環を歩まされていることを図示したものである．
　非行克服支援センターの調査では，子ども・若者たちが家庭，学校，地域社会から受けてきた
すさまじい暴力被害について語られている．家庭での暴力被害や虐待にさらされてきた体験は，
「厳しい『しつけ』・支配」（非行克服支援センター 2014：p97），「家族からの虐待・ネグレクト」
（同：pp99-100）の項目の中で語られているが，子ども・若者たちが語る，学校から受けてきた
暴力被害については，「小学校から普通に暴力があった」（同：p108），「みんな手をあげられる
のが日常だった」，「ビンタたくさん打たれたし」（同：p109）など，これでも教育現場なのかと
疑いたくなるようなすさまじい暴力被害が語られている．このように，非行を行った子ども・若
者と向き合うときに，加害者性にだけ目を向けるのではなく，長い被害者としての歴史に視点を
当てることが必要であることを本調査は示している．
　負の循環によって，希望も展望も見いだせなくなってしまった子ども・若者は，最後には「心
のスイッチを切る」ことで自己防衛をはかるようになる．「心のスイッチを切る」とは，現状を
何とかしようと思ってもどうしようもない，先々のことを考えると絶望しかない状態に追い込ま
れた子ども・若者たちが，先のことは考えずに思考を停止して，目の前の快楽に身をまかせて行
動することを，筆者は「心のスイッチを切る」と表現している．「心のスイッチを切る」と非行
がさらにエスカレートしたり，生命をも大切にしない行動が進められるようになる．「もう死に
たいと思うくらい高校生活がつらかった，ホストと客というつながりでも，私にはすごく支えに
なった」「お店に行っている間は救われた」（女子），「デリヘルの方が時給はいい，最初は，すご
い気持ち悪かったりして嫌だったんだけど，いやっというのを通り過ぎてしまったんです．それ
図 5　非行・問題行動の負の循環
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から自分が風俗に染まって」（女子）（同：p118）．「何でもしてみるという感じで，一番あった
のがクスリだった．それをやると痩せるし，嫌なことも思い出さなくて済むという感じで，手放
せなくなった」（女子）（同：p120）．
　３　4ゼロ状態からの負の方法での離脱
　自らの存在さえ否定されかねない 4 ゼロ状態から，何とか抜け出そうと子ども・若者は必死に
なって行動しようとするが，正方向での離脱は社会的排除が強まり，居場所がどこにもないとい
う状態となる中でますます困難になっている．図 6 は，中学の時に居場所を奪われ，学力不振と
いうことだけで将来の希望を奪われた青年の，負の方法での脱却を示したものである．
　少年院に二度，少年刑務所に一度の収容歴があり，一時は暴力団に所属したこともある青年
は，「居場所がなかったので不良仲間に居場所を求めました．自尊感情が持てなかったので，先
生に反抗したり，悪いことをして周りから『すごい』といわれて，自尊感情を満たしていまし
た．まともなことでの目標がなかったので，将来暴力団の幹部になることを目標としました．誰
も自分を必要としてくれなかったので，ワルの世界で必要とされる人間になろうとしました」と
語っていた．
　図 3 で示した，「発達のゆがみとしての非行・問題行動」に至っている子どもは，４ゼロ状態
からの離脱を計ろうとして負の世界で苦しみあがいている状態にあると見ることができる．元少
年Ａは，次のように述べている．「（ともだちを殴ったことで）父に詰問され突然全身が震えだし
た．―どうして殴った？それは自分が聞きたい．自分はいったいどうしたというのだろう，何を
しようとしているんだ―自分の中で何かが崩れていく．自分で自分をコントロールできなくなっ
ている．それが急に怖くなり，何かの発作のように激しく震えながら，涙が止まらなくなった」
（元少年Ａ 2015：p80）．「僕は痛みに耐えられなかったのかも知れない．『痛みを感じられない痛
図 6　4ゼロ状態から負の方法での脱出
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みに』人間としての不能感に」（同：p17）．「怪物と呼ばれ，ひとりでも多くの人に憎まれ，否
定され，拒絶されることだけが僕の望みであり，誇りであり，生きるよすがだった」（同：
p23）．
　Ⅳ　子ども・若者への非行克服支援プログラム
　１　非行を行っている子ども・若者に対する克服支援
　4 ゼロ状態であえぎ苦しんでいる子ども・若者たちに対して，単純に厳罰にしたところで問題
解決に至るとは考えられない．問題行動が犯罪にまで至れば厳罰も可能となるが，不就労，ギャ
ンブル，法規制にかからない薬物乱用，援助交際などの不安定な異性交遊など犯罪にまでは至ら
ない「問題行動」にとどめている子ども・若者も少なくない．犯罪には至っていないとはいえ，
家族の不安と苦しみは計りきれないものがある．筆者のもとには「警察に行ったけど，犯罪には
ならないので警察としては何もできない」と言われて，行き場がなく相談にくる親は多い．問題
行動が限界に達した場合，未成年者であればぐ犯送致（少年法第 3 条）も検討できないことはな
いが，成人に達しておれば手の打ちようがないこととなる．
　厳罰論ではなく，教育的・福祉的支援を基軸にした支援の流れを見てみたい．図 7 は，逮捕・
検挙されて，保護処分や刑事処分となった子ども・若者の回復過程を示している．「補導・処罰・
働きかけ」により，警察官，弁護士，少年鑑別所職員，家庭裁判所調査官・裁判官，保護観察
官，少年院教官，支援者付添人となってかかわる人など，これまで出会ったこともない人々との
出会いが開始される．
　さらに，家庭裁判所，保護観察所，少年院では処遇の一環として社会奉仕活動が行われること
がある．そうした人との出会いと新しい体験活動から，たとえ思考を停止して感情・衝動のまま
図 7　非行・問題行動の克服支援 1
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に行動していた子ども・若者でも，「立ち止まり，思考を開始し，将来を考える」ことが見られ
るようになる．
　子ども・若者たちのインタビューを見てみよう．「保護司は，私の親の愚痴をずっと聞いてく
れました．親もいっぱい，いっぱいになりそうになった時は，その人にはき出していました」
（非行克服支援センター 2014：p173），「（少年院）入って間もないころ，先生が最初にこう言っ
たんです『性格は変えられないけど，行動は変えられるよ』．それでどんどん行動を変えていっ
た」（同：p155），「家裁調査官の人は，今の君なら大丈夫だろうと言ってくれた．本当の反省の
気持ちは通じるんだな．こういう信じてくれる人は裏切りたくないて」（同：p168）．
　社会奉仕活動も，それまでの生き方を変えるきっかけとなることがある．ある少年院のすぐ近
くに，特別養護老人ホームが設置されている．その少年院では，「成績優秀」でしかも出院間近
の少年について，特別養護老人ホームでの一週間の奉仕体験を実施している．ある少年は，中学
二年生の時，教師や中学生への暴力を繰り返したことでこの少年院に収容されたが，奉仕活動を
行う中で感謝される喜びを知り，暴力に明け暮れていた過去の生活と決別する決意を高め，出院
後，高校進学，卒業，介護福祉士試験合格と努力を重ね，現在介護施設で働いている．（木村隆
夫 2003：pp150-154 要約）
　このように，支援者とのかかわりが始まり，ときには新たな社会体験をすることで心のスイッ
チが入り，将来のことを見据えて立ち直りの歩みが始まる．その後の周囲からの援助の中で自己
評価を高め，存在価値を発見し，他者への信頼感を回復して更生の道へと進むこととなるが，普
通は一直線で行くことはまずない．総体としての流れは，着実に立ち直りの道を進んでいる場合
でも，何度か逆戻りをすることがある．周囲の心ない言葉に傷ついたり，過去の自分の行為の大
きさにつぶされたり，周囲が早く更生させようと焦りすぎるなどのことがあって，一時的な後退
につながることがある．
　非行克服支援センターの調査報告を見ると，子ども・若者のインタビューで，立ち直りの中で
の困難が語られている．「悪いことをしているイメージが強いので，それを変えていくのはかな
り大変でした．結構プレッシャーもありました」（非行克服支援センター 2014：p206），「少年院
出院者って，少年院の中のことは，自分の中に抑えこんで生きていかなければならない．他の人
に話しても伝わらないていうのがある」（同：p208）．
　次に元少年Ａが，人とのかかわりの中で次第に心を開き，人への信頼感を獲得する過程を『絶
歌』から見ていくこととしたい．
　【更生施設の職員と被害者収録番組を一緒に見て】「番組が終わると奥さんは，まるでずっと息
を止めていたかのように，深く長いため息をついた．奥さんにとってもこの番組を見ることは辛
かっただろうと思う．あの時ほど，身も心も奥さんを近くに感じたことはなかった．うれしかっ
た．奥さんがどれだけ僕と向き合ってくれていたのか，寄り添ってくれていたのか，当時の僕は
奥さんの深い気持ちをきちんと受け止めることができなかった．－本当は嫌なくせに－心の中で
そうつぶやきながら，自分の過去を口実にして，僕は奥さんに対して壁を作っていた．僕は最低
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だった．卑屈で，醜くて，人の気持ちを想像できない，歪みきった人間だった．奥さんは，僕の
罪もろとも，僕を一人の人間として受け入れ，僕と僕の犯した罪に，静かに寄り添ってくれた．
その体験は，今でも大事な糧となっている」（元少年Ａ 2015：pp210-212 要約）．
　【保護観察所の課長から子どもの服をもらって】「自分の子どもの服を与えた課長の気持ちに思
い至ったのは，ずっとあとになってからだった．他人の子どもを殺めた僕に対しては，たとえ保
護観察官であっても，人の親として決して許せない気持ちを持つと思う．そんな人間に自分の子
どもの服をあたえた彼の中には，どんな思いがあったのだろう」．（同：p215）「課長だけではな
い．社会に出て以来，僕と接し，僕を支えてくれた人たちは皆，仕事としてだけではなく，ひと
りの人間として僕と向き合ってくれたのではないか．今更いっても詮ないことだが，もっと早く
それに気づき，自分を支えてくれた人たちひとりひとりに，この感謝の気持ちを直接伝えたかっ
た」（同：p216）．
　２　4段階での非行克服支援
　（1）第 1 段階―受容・傾聴を土台に信頼関係を確立する
　図 7 での非行から回復の流れを，4 つの支援段階によって示したのか図 8 である．支援に当
たってまず大切なことは，非行を行う子ども・若者との信頼関係を確立することである．信頼関
係にない人が，一方的に叱責したりお説教してもほとんど受け入れられない．少年院と刑事施設
収容体験があり，立ち直りの努力を続けているある青年は，「正論は聞きたくない，信頼してい
る人の話を聴きたい」と述べている．まずは，傾聴と受容を土台にして，子ども・若者の悩み・
苦しみを理解しようという姿勢を示しながらかかわることが必要であり，かたくなな子ども・若
者の心をとらえることができれば支援が開始できる．
　この時点で，支援対象者から「被害者の方がもっと悪い」「反省はしていない」「まじめになる
図 8　非行・問題行動克服支援 2
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つもりはない」などの否定的な言葉が発せられることがある．傾聴と受容を基本としている以
上，それさえも否定せずに対応することが基本であるが，その大切さについて刑事施設で受刑者
の更生支援に当たっている岡本茂樹は次のように論じている．「自己理解が得られれば，受刑者
は心の奥底に否定的感情があることに気づきます．彼らが真の『反省』に向かうためには，自分
の奥底にあった否定的感情を吐き出す必要があります．否定的感情を吐き出すことは，受刑者に
とって，とても苦しい作業となります．本来ならば，今さら見たくもない過去の自分の『心の痛
み』と直面するわけですから，できるのなら避けて通りたいものです．しかし，ここを乗り越え
ないかぎり，他者の『心の痛み』にまで思いが至りません．そこで支援者の支えが必要になりま
す．自分を支えてくれる支援者がいることによって，受刑者は自分の内面の問題と向き合う勇気
が持てるのです．受刑者が否定的感情を吐き出して自分の心の痛みを理解すると，（中略）被害
者の心の痛みを心底から感じるようになります．ここにおいて，ようやく受刑者は，真の『反
省』のスタート地点に立てるのです」（岡本茂樹 2013：P132）．
　魚住絹代も、「表層のバリアが外れだすと，愚痴や不満が出てくる．『アイツむかつく』『〇〇
先生すぐ殴る．いや』『学校おもしろくない』等々．問題は，周囲にあると思っている他罰的な
時期でもあり，聞いている側は本人とのギャップに，『自分はどうだ？』と振り返らせたくなる．
だが，自分を振り返らせるには，まだ時期尚早な段階だ．早まると，せっかく築き始めた関係が
崩れ，再びバリアを張ってしまう可能性がある．もう少し時間が必要だ．単なる愚痴と見るので
はなく，子どもを身動きとれなくさせているものが出てき始めたと受け止めた方が，こちらも安
心して聞けるし，子どももしっかりと受け止めてもらえたと感じ，次のステップに進んで行きや
すい」（魚住絹代 2013：pp105-106）と述べている．　
　ただ，傾聴・受容が基本であるとしても，「ただ話を聞いているだけだ」という不満が出る場
合があるので，ときには，具体的なわかりやすい指示をしたり，好ましくない言動を注意すると
いう〝叱り〟を含めながら対応すると効果が上がることもある．特に，知的障害や発達障害を抱
えている子ども・若者への対応には，傾聴・受容だけではなく適度に指示的な対応を含める工夫
が必要な場合がある．
　しかし，長年にわたって大人たちから見下され，否定され，排除されてきた子ども・若者が簡
単に心を開いてくれるわけではない．信頼関係を築く一番よい方法は，子ども・若者がピンチに
おちいっているときに救済の手をさしのべることである．最近支援者が，非行を行った子どもの
少年審判での付添人になったり，犯罪で逮捕された若者に，心理・社会鑑定人となって付き添
い，立ち直りを支援するという取り組みが進んでいる．非行や犯罪をしている子ども・若者たち
も，その状態から抜け出したいと願っている場合は，支援者の存在は大きな支えになる．
　ただし，ピンチにおちいった子ども・若者すべてが，立ち直りたいとの願いを持っているわけ
ではない．4 ゼロ状態で心をずたずたにされていては，なかなか心のスイッチが入らないことが
ある．その場合は支援を拒否したり，「試し行動」といって，支援者に不快感を与えるような行
動をわざとすることがあったり，反社会的，非社会的な発言をくり返すこともある．その場合で
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も，大きな大人の心で向きあい，「決して見捨てないというメッセージ」を，ことばや非言語コ
ミュニケーションで伝えながら，できる限り傾聴していくことが大切である．そのような，支援
者にとっての試練を経て，子ども・若者の「心のスイッチ」を入れることが可能となる．
　（2）第 2 段階―自己肯定感を高め，安定化の土台を作る
　第２段階では，第１段階で確立された子ども・若者との信頼関係をもとにして，長所や可能性
を発見させ，自己肯定感を高めるための支援を中心として進める．自己肯定感の育成こそ立ち直
りの土台作りとなる．
　1）枠組み転換法（リフレーミング法）を活用して，わが子（自分自身）に対する見方を変え
る
　非行克服支援は，父母をはじめとした家族の協力なしには効果を上げることは難しい．長期に
わたって，わが子の非行に苦しめられてきた家族は，わが子の欠点ばかり目につき，よいところ
や可能性がほとんど見えていない．
　そこで，枠組み転換法（リフレーミング法）を活用して，わが子のに対する見方を変え，表に
出ていない長所を発見し，子どもに向き合う姿勢を変える手段とした．図 9 はこれまで実際に家
族の相談に応じるなかで，子どもに対する見方を変える支援を行った実事例である，
否定的な見方 肯定的な見方
すべておいて反抗的で困っている 無気力にならず反抗する力がある．異議申し立てを
する能力がある
人の意見を聞かず，自己主張を押し通す 自信があり，意思がしっかりとしている
猪突猛進で，動き始めたら前後のことも考えず突っ
走る
エネルギーがあり，行動力がある
頻回転職を繰り返している 次々に仕事を見つけてくる意欲と人脈がある
家族より友達を大切にして，家族のことはおかまい
ない
友達を大切にしようという気持ちは貴重．友達から
も頼りにされているのでは
図 9　枠組み転換法例（リフレーミング法）
　2）ストレングスを発見し，本人と家族とで確かめ合う
　これまで，非行克服支援の専門機関では，家族からの調査や本人との面接を通して，子ども・
若者の問題点や欠点を発見し，改めさせる指導方法がとられている．しかし，この方法では自尊
感情の回復がより困難になると共に，問題点や欠点の改善がなかなか具体化できず試行錯誤しな
がら進めるしかなかった．
　ところが，筆者はある保護司から，「よくないところを指摘して改めさせようとしても効果は
ない，よくないところがあってもそれを指摘せず，よいところや頑張っているところ，健康な部
分を見つけて，それをうんと評価すると子どもは変わってくる」という，体験からくる指導のあ
り方を学ばせていただいた．
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　非行の子ども・若者と向き合うとき，次々に起こされる問題行動に振り回されて，長所や可能
性を見いだすことがなかなか難しいが，上記 1）で紹介したように，事前に枠組み転換法で見方
の転換をしておくと，ストレングスの発見がしやすくなる．発見したストレングスを，父母・家
族と本人との間で確かめ合うことで，自己肯定感や自尊感情を高めることができる．
　図 10 の「ストレングス発見の指標」は，ストレングスを発見するために筆者が考案したもの
である．この指標に基づいて可能な限りのストレングスを発見することで，当事者も親も自信を
持つことが可能となる．
①個人の性質・性格のストレングス
「ユーモアがある」「人なつこい」「友だち思い」「家族思い」「エネルギーに満ちあふれている」「子ども
を上手に遊ばせることができる」など
②特技・技能・職業活動・趣味のストレングス
「大工仕事がうまい」「高所作業ができる」「塗装の仕事ができる」や「ギターが弾ける」「運転が上手」
「自動車の故障箇所を早く見つける」「高齢者の介護が上手にできる」「調理師免許がある」「危険物取扱
者の資格を持っている」など．
③目標・願望のストレングス（その人の取りたい資格，なりたい職業，人生目標など）
「理容師になりたい」「調理師免許を取りたい」「タレントになりたい」「店を持ちたい」「プロのスポー
ツ選手になりたい」など．
④環境のストレングス（その人の持っている資産，人間関係，近隣の地域資源など）
「仕事を辞めてもすぐ次の仕事を探すことができる意欲と人脈がある」「祖父母にかわいがられている」
「年長者と上手に付き合うことができる」「勤務先の親方がよく面倒を見てくれる」など．
図 10　ストレングス発見の指標
　3）「できないこと」はできる限り求めず，「できること」「伸ばしたいこと」を話題とする
　第 2 段階になれば，子ども・若者にある程度ハードな要求も行えるようになる．特に就職と持
続して稼働することについては，ときには厳しい課題を求めることもある．ただし，常に，子ど
も・若者の自尊感情を後退させたり，言動を否定するかのような対応にはならないよう慎重に進
め，「できないこと」や「実現が難しいこと」は求めず，「できること」や「実現の可能性の高い
こと」からスタートさせる配慮がいる．
　4）失敗や後退が起きることはあらかじめ予測しておき，試行錯誤のプロセスを大切にする
　この段階は，それまでの「非行型」の生活スタイルから，「健全型」の生活スタイルに変える
大転換を生み出す土台作りの段階である．そのため，失敗，後退が起きることは当初から予測し
ておき，起きた場合の対応策を支援者と家族の間で確認しておくことが必要である．試行錯誤を
繰り返しながらも，そのプロセスを常に振り返り，着実に成長していることを確認しながら支援
を進めることが必要である．
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　（3）第３段階―行動変化に向けて，心の内に働きかける
　この段階では，子ども・若者と真剣に向きあいながら，目標の発見と生活の場（家庭・職場・
学校・社会）における存在感を確認する支援を行い，「非行型」の生活スタイルから，「健全型」
の生活スタイルに転換するという，自立への最終段階となる支援である．
　1）小さい目標（スモールステップ）の積み重ねから， 大きい目標の獲得へ
　目標を見いだす支援は，まず小さい，実現可能な目標から大きな目標へと進める「スモールス
テップ」を基本として，以前より健全な生活スタイルがどれくらい確立しているのか，就労状
況，家庭での生活，友人，余暇の活用など，生活全般について点検しながら取り組んでいくこと
が大切である．
　2）枠組み転換法（リフレーミング法）をさらに進め，「肯定」から「さらに前に進む課題」を
設定する
　枠組み転換法（リフレーミング法）は，社会性の乏しさから，これまで否定されがちに見られ
ていた子ども・若者の言動から積極面や肯定面を見いだして，望ましい言動に転換させる支援策
として活用しているが，この段階では，「肯定的に見る」だけではなく，より望ましい方法へ導
くことを支援目標とすることも可能となる．
　図 11 は，図 9 で示した枠組み転換法による「肯定的な見方」から，「さらに前に進む課題」を
設定して，努力目標を定めた事例であり，子ども・若者が，スモールステップによる生活目標の
実現や性格の改造などに挑戦しようという，意欲を引き出すことを期待した援助プログラムであ
る．
否定的な見方 肯定的な見方 さらに前に進む課題
すべてにおいて反抗的で困ってい
る
無気力にならずに反抗する力があ
る．異議申し立てをする能力があ
る
反抗的な言動から，建設的な意見
が言えるよう，自らを高める
頻回転職を繰り返している 次々に仕事を見つけてくる意欲と
人脈がある
仕事を世話してくれる人の好意に
応えて，継続して働く努力をする
家族より友達を大切にして，家族
のことはおかまいない
友達を大切にしようという気持ち
は貴重．友達からも頼りにされて
いるのでは
友達も，家族も大切にするという
かかわり方に転換していく
図 11　肯定的見方からさらに前に進む課題例
　3）本人が存在感を感じることができるような体験を積ませる支援を行う
　さらにこの段階では，社会参加活動や社会奉仕活動を取り入れることで，自己肯定感や存在感
を育成することも可能となる．
　図 12 は，図 6 で 4 ゼロ状態での苦しみを，負の方法で抜け出そうとした青年が，障害者施設
で稼働する中で，利用者や職員仲間から評価され，信頼され，頼られるという体験を積み重ねる
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ことから，スモールステップの歩みを重ね，正の方法で 4 ゼロ状態を抜け出した体験を図示した
ものである．
　4）4 ゼロ状態から，どのように変化できたのかを確認してみる
　最後に，非行・問題行動に明け暮れていたときの，4 ゼロ状態から，現在どのように変化をし
ているのかを点検する確認表を作成した．この確認表は，本人に自己診断として記載させる方法
と，支援者が面接を通じて確認する方法の２通りの作成方法があるが，いずれにせよ，この結果
を本人，家族，支援者で確認しておくことが必要である．
一番荒れていたときの状況 現在の状況
心の居場所はあるのか
生活・人生目標はあるのか
自分の人間としての値打ち
について
家族・職場・学校・社会の
中で役割はあるのか
図 13　居場所・目標・自尊感情・存在感の確認表
図 12　4ゼロ状態からの正の解決（ある青年の体験）
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　（4）第４段階―自立に向けた社会的な生活トレーニング（社会生活技能訓練―ＳＳＴ）の実施
　1）社会的な生活トレーニング（ＳＳＴ）の必要性
　子ども・若者の自立に向けた支援で，社会的な生活訓練（ＳＳＴ）より効果的な支援技法であ
る．自立への意欲も高く就労の努力をしていた青年がいた．ところが，職場に定着できず短期で
転職を重ねていたため，なかなか生活の安定化が図られなかっただけではなく，「忍耐力がない」
「働くというのは口だけ，本当は働きたくないのではないか」などと，人格まで否定的に見られ
かねない状況に置かれた．そこで，その青年から，勤務先に長続きできない事情を根気よく聴取
したところ，「仕事に就いた当初は一生懸命に働いているが，力仕事なので体がきつくなり，休
日までがまんできなくなるときがある．休みたいというと叱られるのではないかと思い無断欠勤
してしまう．そのため，翌日も出勤ができず無断退職になってしまっている」ということであっ
た．そこで，その青年と，体がきつくなり休みたいときに，どのような手続きで，どのように理
由をいって休みの許可をもらうのか，翌日出勤したときにどのように対応するのかを，ロールプ
レイを含めながら練習したところ，以後無断欠勤をすることは少なくなり，徐々にではあったが
職場が継続できるようになった．
　2）必要性に応じて行う社会的な生活トレーニング
　ここでは，社会的な生活訓練を支援段階の最後においているが，1 ～ 3 の段階においても，必
要度に応じて実施していくべきものである．たとえば，就職する際には，履歴書の書き方，採用
面接の練習などが必要であり，就職後は，職場での対人関係で注意することなどを適宜指導して
いくことが必要である．
　3）集中的に行う社会的な生活トレーニング
　子ども・若者との援助関係は，時として 10 年・20 年の長期にわたることもあるが，普通は一
定の時期にめどをつけて，「何かあればいつでも相談に来るように」との言葉で修了することと
なる．
　筆者は修了の前に，これまで社会生活の中で困難を感じたことや，今後遭遇するであろう社会
の障壁の乗り越え方の指導を集中して実施している．トレーニングの課題は本人から提出させる
ことを基本としており，これまで行ってきた課題を整理すると次の通りである．
　①職場・職業生活に関すること
　職場での協力の求め方，厳しいことを言われたときの対処法，頭にきたときの抑え方，上司や
同僚とのつきあい方，職場での謝り方，お客に無理難題を言われたときの対処法，他者のよいと
ころの見つけ方とほめ方など
　②家族や親子関係に関すること
　感謝の気持ちを家族にどう伝えるか，親にお金を借りたいときの頼み方，外泊をしなければな
らないときの伝え方，ともだちについて親が誤解しているときの説明のしかたなど
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　③近所づきあいなど社会生活に関すること
　近所の人から「長いこと見かけなかったけどどこに行っていた」と聞かれたとき（少年院に
入っていた場合），悪口を言っている近所の人とのあいさつのしかたと接触方法，
　④昔の仲間からの誘いなど
　一度会おうと誘われたときの断り方，勤務先を聞かれたときのごまかし方，警察官から，なに
も悪いことをしていないのに，犯人扱いされたときの対処法，
　⑤金銭管理
　小遣い帳をつける方法，自分の消費生活の点検，経済を考えて生活するなど
　さいごに
　本支援プログラムは，子ども ･若者対応のプログラムであり，引き続き「保護者支援プログラ
ム」に挑戦することになる．
　支援プログラムであるためには，「机上の空論」であってはならない．そのため，非行臨床場
面で活用して有効かどうかの確認が必要である．活用して効用を検証し，修正作業を行いながら
非行克服の要請に応えうるものとしていくことが必要である．
　現在，「非行と向き合う親たちの会」と関わっている親や支援者に配布して，意見感想を伺っ
たり，現に荒れているわが子との向き合いに応用してもらうように依頼しつつある．さらには，
児童相談所や保護観察所に依頼して在宅指導の参考として活用するよう計画している．したがっ
て 2 ～ 3 年後に，検証の結果と修正したプログラムを報告することとなるがこの作業はそれで修
了するわけではない．現在少年法の適用年齢の引き下げが提起されている．熱心な処遇者によっ
て処遇の技術の開発も進んでいる．一方，生活基盤を喪失した高齢犯罪者や障害犯罪者の社会復
帰支援が進められているが，本プログラムで参考となる事項も少なくない．次々に求められるで
あろう社会的要請に応えながら，研究と実践を進めていく決意である．
注
 ①本論では非行克服支援の対象を「子ども・若者」とした，「子ども」は少年法の対象年齢である 20 歳未
満者であるが，若者については 20 歳に到達して少年法の対象年齢からはずれても，なお，子どもと同
様の支援を必要とする未熟さを抱えた若者を指し，年齢では 25 ～ 26 歳くらいが該当すると考えている．
近年，未熟さを抱えた青年への支援策が進められ，特に引きこもりや就労支援の分野で，子ども・若者
支援が進められているが，非行・問題行動の分野でも，子ども・若者支援の視点が必要となっていると
考える．
②本論では，支援を必要とする行為を主として「非行・問題行動」とした．非行とは少年法第 3 条に定め
る，犯罪行為，触法行為，ぐ犯行為の 3 つであるが，法的には非行と認定されない行為でも，家族を苦
しめ，子ども等の将来に不安を投げかける問題行動が少なくないので，法的に非行と認定されるかどう
かではなく，親や関係者が不安に感じる「非行・問題行動」を対象として考察を進めた．
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